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第５章 資料編 
１ 国民生活基礎調査から見る健康に関する実態（特別集計） 集計表 

第３章で掲載した集計表以外に特別集計した集計結果を参考まで掲載する。 

 

（１）年代別通院しながら働いている人の最も気になる傷病 

 

表 5.1. 年代別に見た通院しながら働いている人の最も気になる傷病 (平成 28 年・男性) 

(千人) 

 

(備考)1.赤色のセルは上位 3 項目 

2.「最も気になる傷病」の傷病名の内訳については P12 を参照。  

3.各 n 値は、傷病の「不詳」、「不明」を除いた総数。 

 

 

表 5.2. 年代別に見た通院しながら働いている人の最も気になる傷病 (平成 28 年・女性) 

(千人) 

 

(備考)1.赤色のセルは上位 3 項目 

2.「最も気になる傷病」の傷病名の内訳については P12 を参照。  

3.各 n 値は、傷病の「不詳」、「不明」を除いた総数。 
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505 100 821 107 145 187 63 428 44 10 34 - 212
634 47 1,160 119 167 166 49 498 23 8 54 - 202
197 18 421 48 57 37 20 232 13 4 25 - 79

27 7 95 8 12 8 3 62 3 1 5 - 21

  60～69歳(ｎ=3,128)
  70～79歳(ｎ=1,152)
  80歳以上(ｎ=252)

  15～19歳(ｎ=44)
  20～29歳(ｎ=469)
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347 74 383 115 99 222 98 487 52 22 69 - 266
430 36 525 84 85 151 39 417 29 8 40 - 194
120 15 212 16 34 26 7 186 16 3 8 - 70

17 4 63 2 7 5 3 47 5 1 1 - 17  80歳以上(ｎ=172)

  30～39歳(ｎ=1,020)
  40～49歳(ｎ=1,790)
  50～59歳(ｎ=2,234)
  60～69歳(ｎ=2,036)
  70～79歳(ｎ=714)

  15～19歳(ｎ=52)
  20～29歳(ｎ=647)
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（２)就業状況と健康に関する実態 

①就業状況別に見た健康意識の推移 
 【健康意識：現在の健康状態を「よい」、「まあよい」、「ふつう」、「あまりよくない」、「よくない」から選択】 
 
 
【男性】 

図5.1. 就業状況別に見た健康意識の推移（男性） 
（n 値：千人）  

 
(備考) 1.表中「よくない」、「不詳」については数値を省略した。 
      2.右欄外の「よい 計」は、回答の「よい」と「まあよい」を合計した数値。 
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【女性】 
図5.2. 就業状況別に見た健康意識の推移（女性） 

 
（n 値：千人）  

 
 (備考) 1.表中「よくない」、「不詳」については数値を省略した。 
      2.右欄外の「よい 計」は、回答の「よい」と「まあよい」を合計した数値。 
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② 就業状況別に見た日ごろの飲酒の状況 
【飲酒：週に何日お酒（清酒、焼酎、ビール、洋酒など）を飲んでいるか】 

 
 
【男性】 

図5.3. 就業状況別に見た日ごろの飲酒の状況（平成 28 年・男性) 
（n 値：千人）  

 
 
 
 
【女性】 

図5.4. 就業状況別に見た日ごろの飲酒の状況（平成 28 年・女性) 
（n 値：千人）  
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③ 就業状況別に見た日ごろの喫煙状況 
【喫煙：たばこを吸う頻度】 

 
 
【男性】 

図 5.5.就業状況別に見た日ごろの喫煙状況の推移（男性）（n 値：千人）  

 
 

（備考）1. 20 歳以上  
             2.右欄外の「吸う 計」とは、「毎日吸う」と「時々吸う」を足した数値。 
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平成25年(ｎ=7,963)
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【女性】 
図 5.6. 就業状況別に見た日ごろの喫煙状況の推移（女性） 

（n 値：千人）  

 
 

（備考）1. 20 歳以上  
             2.右欄外の「吸う 計」とは、「毎日吸う」と「時々吸う」を足した数値。 
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（３)介護しながら働いている人の実態 

①介護者の状況 
※以下、１）～３）は共通して、15歳以上の介護者(世帯票)と手助けや見守りを要する者(世帯票)が同居している場合

の結果である。 
なお、手助けや見守りを要する者とは、在宅の６歳以上の世帯員であって、歩行・移動、着替え、洗面、食事、排せ

つ、入浴等に際して何らかの手助けや見守りを必要とする者や、意思疎通が困難な者、介護保険法による「要介護」

「要支援」の認定を受けている者などをいう。 
 

１）就業状況別に見た同居の主な介護者の性別 

 
図 5.7. 就業状況別に見た同居の主な介護者の性別 

（n 値：千人）  

 
 

(備考) 各 n値は、性別不詳を除いた総数。 
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２） 同居の主な介護者の就業状況と年代の関係 

【グラフの見方：例えば、男性の正規職員(平成 28 年)の介護者は、50 代が 45.0%、40

代が 24.7%である。】 
 
【男性】 
 

図 5.8. 就業状況別に見た同居の主な介護者の年代（男性） 
 

（n 値：千人）  

 
 

(備考) 1. 各 n値は、年齢不詳を除いた総数。 

       2.「15～19歳」の数値は省略。 
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【女性】 
図 5.9. 就業状況別に見た同居の主な介護者の年代（女性） 

（n 値：千人）  

 
 (備考) 1. 各 n値は、年齢不詳を除いた総数。 

       2.「15～19歳」の数値は省略。 
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３） 同居の主な介護者の就業状況と続柄の関係 

【グラフの見方：例えば、男性の正規職員(平成 28 年)をみると、「子」が 67.6%であるが、

これは、介護されている者からみた介護者の続柄であるので、介護者が介護されている者の

「子」であることを現す。介護者から見ると「実親」を介護しているということ。また、女

性の正規職員(平成２８年)をみると、「子の配偶者」が 20.6%であるが、これは、介護者が

介護されている者の「子の配偶者」(息子の妻)であり、介護者からみると「夫の親」を介護

しているということ。】 

 
【男性】 
 
図 5.10.同居の主な介護者の就業状況と手助けや見守りを要する者からみた介護者の続柄 

（男性） 
（n 値：千人）  

 
(備考) 1.各 n値は、続柄不詳を除いた総数。 

2.国民生活基礎調査では、「続柄」は、上記の他に「事業者」、「その他(ボランティアなど)」の選択肢もあ

るが、本調査では、同居の介護者の視点から集計をおこなったため、「事業者」、「その他(ボランティアな

ど)」については集計から除いている。 
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【女性】 

 

図 5.11.同居の主な介護者の就業状況と手助けや見守りを要する者からみた介護者の続柄 

（女性） 
（n 値：千人）  

 
(備考) 1.各 n値は、続柄不詳を除いた総数。 

2.国民生活基礎調査では、「続柄」は、上記の他に「事業者」、「その他(ボランティアなど)」の回答もある

が、本調査では、同居の介護者の視点から集計をおこなったため、「事業者」、「その他(ボランティアな

ど)」については集計から除いている。 
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②介護者と介護を要する者との関係 

※以下、１）～２）は共通して、15歳以上の介護者(世帯票)と 40歳以上の介護を要する者(介護票)が同居している場

合の結果である。 
なお、介護を要する者とは、介護保険法の要支援又は要介護と認定された者のうち、在宅の者をいう。 
また、集計に際しては、介護を要する者 10万人当たりに換算した（介護を要する者数 10万対）介護者数及び要介

護者数を集計した。 

 

１）介護を要する者の現在の要介護度の状況(要介護度については次頁参照) 

【グラフの見方：介護者が介護をしている者の現在の要介護度の状況を表している。男性の

正規職員をみると、要介護度 2 が 21.1%であるが、要介護度 2 の要介護者を介護している

割合が 21.1%ということ。】 

 

【男性】 

 
図 5.12.同居の主な介護者の就業状況と介護を要する者の要介護度（平成 28 年・男性） 

 
（備考）「要介護度不詳」を除いた総数で集計した結果。 
 
 

【女性】 

 
図 5.13.同居の主な介護者の就業状況と介護を要する者の要介護度（平成 28 年・女性） 

 
（備考）「要介護度不詳」を除いた総数で集計した結果。 
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＊要介護度の状況について(国民生活基礎調査用語解説より) 

 

要介護度の状況とは、「要介護認定等にかかる介護認定審査会による審査及び判定の基準

等に関する省令（平成 18 年３月 14 日厚生労働省令第 32号）に定められている「要介護認

定等基準時間」により分類されたものをいう。 

 

要介護認定等基準時間の分類 

 

・直接生活介助－入浴、排せつ、食事等の介護 

・間接生活介助－洗濯、掃除等の家事援助等 

・ＢＰＳＤ関連介助－徘徊に対する探索、不潔な行為に対する後始末等 

・機能訓練関連行為－歩行訓練、日常生活訓練等の機能訓練 

・医療関連行為－輸液の管理、じょく瘡の処置等の診療の補助等 

 

１ 要支援１ 

上記５分野の要介護認定等基準時間が 25 分以上 32 分未満である状態又はこれに相当

する状態 

２ 要支援２ 

要支援状態の継続見込期間にわたり継続して常時介護を要する状態の軽減又は悪化の

防止に特に資する支援を要すると見込まれ、上記５分野の要介護認定等基準時間が 32分

以上 50 分未満である状態又はこれに相当する状態 

３ 要介護１ 

上記５分野の要介護認定等基準時間が 32 分以上 50 分未満である状態又はこれに相当

する状態 

４ 要介護２ 

上記５分野の要介護認定等基準時間が 50 分以上 70 分未満である状態又はこれに相当

する状態 

５ 要介護３ 

上記５分野の要介護認定等基準時間が 70 分以上 90 分未満である状態又はこれに相当

する状態 

６ 要介護４ 

上記５分野の要介護認定等基準時間が 90 分以上 110分未満である状態又はこれに相当

する状態 

７ 要介護５ 

上記５分野の要介護認定等基準時間が 110分以上である状態又はこれに相当する状態 
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２）介護者の介護時間 
【グラフの見方：介護者が介護をしている時間を表している。男性の正規職員をみると、「必

要なときのみ」介護している介護者が 44.3%であるということ】 
 
 
【男性】 
 

図 5.14.同居の主な介護者の就業状況と介護時間（平成 28 年・男性） 
 

 

（備考）「介護時間不詳」を除いた総数で集計した結果。 

 

【女性】 

 

図 5.15.同居の主な介護者の就業状況と介護時間（平成 28 年・女性） 
 

 
（備考）「介護時間不詳」を除いた総数で集計した結果。 
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２ 男女の健康意識に関する調査 調査票 
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